
※モニタリング調査の詳細情報については、森林管理局にお問い合わせください。

実施年度 平成30年度

設定項目
樹木の生育状況、下層植生の生育状況、病虫害・鳥獣害・気象
害の発生状況、保護対象樹種・植物群落・動物種の生育・生息
状況、論文等発表状況、事業・取組実績、巡視実施状況等

調査手法

資料調査により樹木の生育状況、下層植生の生育状況、論文
等発表状況を把握。
森林概況調査では調査ルートにおける樹木・下層植生の生育
状況、病虫害・鳥獣害・気象害の発生状況を把握。
森林詳細調査では2プロットにおいて樹木・下層植生の生育状
況、保護対象植物群落の生育状況、病虫害・鳥獣害・気象害の
発生状況を把握。
聞き取り調査により、事業・取組実績、巡視実績状況等を把握。

平成5年

保護林の概要
（設定目的）

中国地方の代表的なスギ天然林相の保護及び貴重な古生沼高
地湿原の保護を目的としている。
保護の対象種は、ヤチスゲ、アイバソウ、オオミズゴケ、バイケ
イソウ、ヒメミズゴケ、コイヌノハナヒゲ、ツマトリソウ、トキソウ、
モウセンゴケ、スギ、ブナである。

モニタリング調査の概要

四 ヶ ノ 仙 奥 山 高 地 湿 原 植 物 等 希 少 個 体 群 保 護 林 [ 円 山 川 森 林 計 画 区 ]

管轄森林管理局 近畿中国森林管理局

結果概要

[ 希少個体群の生育･生息環境となる森林の状況 ]
・保護林及び隣接林分の森林タイプの分布等に大きな変化なし。
・樹木に剥皮、一部の下層植生に衰退が見られる。

[ 保護対象種とする希少な野生生物の生育・生息状況 ]
・古生沼の高地湿原植物は植生保護柵で保護。
・スギの生育に目立った変化なし。

[ 学術研究での利用状況 ]
・調査等のフィールドとして利用。

[ 巡視等の実施状況 ]
・森林官による巡視は3ヶ月から半年に1回程度実施。
・ボランティア等と協力し毎年植生保護柵を設置。

[ 機能評価 ]
・湿原の保護措置の維持が必要。シカによる被害に注視する必要があり、
定期的な巡視を継続。

所在地 兵庫県養父市

面積 4.41ha

設定年



四ヶノ仙奥山高地湿原植物等希少個体群保護林　[円山川森林計画区]

保護林内での
注意事項

★国有林内の動植物の捕獲・採取はできません。
★国有林内では火気厳禁です。禁煙にご協力ください。
★自然環境の保護と安全な利用のために、歩道等を外れないようにお願いします。

N

四ヶノ仙奥山高地湿原植物等

希少個体群保護林


	表面 (公表)
	裏面 (公表)

